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情報専門技術に関する知識と技能、学際的な素養と人間中心の視点を備え、新
たな社会課題を発見し、先進的な情報処理技術と複眼的視野で課題解決や価
値創造に挑戦する強い意欲と思考力を有する先端IT人材

人文科学、社会科学、自然科学、数学及び情報リテラシーに
関する幅広い教養を身に付け、様々な視点から物事をとらえ
て柔軟に思考できる[DP1-1]

幅
広
い
教
養
と
汎
用

的
技
能国際的に通用する情報専門技術者として必要な語学能力を

身に付け、自国・他国を問わず、他者と円滑にコミュニケー
ションをとることができる[DP1-2]

情報専門技術者として基盤となる数学、情報学、データサイ
エンス及び計算機科学の基礎に関する知識と技能を身に付
け、それらを関連分野の新技術や新サービス開発のために
活用することができる[DP2-1]

情報専門技術者としてシステム情報学、知能情報学、空間情
報学及び人間情報学に関する幅広い知識と技能を身に付け、
人間中心の視点を備え、先進的な情報処理技術と複眼的視
野で課題解決や価値創造につなげることができる[DP2-2]

情報基盤技術、情報処理技術、データ分析技術に関する基
礎知識と応用力を身に付け、社会の多様な課題の背景を理
解できる[DP2-3]

情報専門技術者として社会に対する責任を自覚し、安全性を
含めて社会へ及ぼす影響等を多面的に考慮できる[DP3-1]

物事を論理的に思考し、分かりやすく口頭及び文書で表現で
きる[DP3-2]

広く社会で活躍するために、自己を管理し倫理観をもって
チームワークで協働する力を身に付け、情報及び情報関連分
野の知識と技能を活用しながら、物事をかたちにすることがで
きる[DP3-3]

1年次から2年次には、共通教育科目（教養コア系列、一般教養系列、専門基礎系列）を配
置し、人文科学、社会科学、自然科学、数学及び情報リテラシーに関する幅広い教養を養
成し、様々な視点から物事をとらえて柔軟に思考できる能力を養成します [DP1-1]

1年次には、共通教育科目における英語科目を配置し、国際的に通用する情報専門技術者
として必要な語学能力を身に付けさせ、自国・他国を問わず、他者と円滑にコミュニケーショ
ンをとる能力を育成します [DP1-2]

1年次から2年次には、学科共通科目（数学基礎科目、情報学基礎科目、データサイエンス
基礎科目、計算機科学科目）を配置し、情報専門技術者としての基盤となる知識と技能を
育成します[DP2-1]

2年次から3年次には、コース専門科目（システム情報学科目、知能情報学科目、空間情報
学科目、人間情報学科目）を選択必修科目として幅広く配置し、情報学分野の幅広い複合
的な知識と技能を育成します[DP2-2]

コース毎に必修科目を配置し、2年次から3年次に、各コースに対応する分野の専門家とな
るために必要な知識と技能を育成します[DP2-3]

2年次後期には、「情報倫理」を配置し、情報専門技術者として社会に対する責任を自覚し、
安全性を含めて社会へ及ぼす影響等を多面的に考慮する能力を養います[DP3-1]

4年次には、「卒業論文」を配置し、これまでに学修した情報及び情報関連分野の知識と技
能をもとに、具体的な研究課題に取り組む機会を提供します。これにより、物事を論理的に
思考し、それを分かりやすく口頭及び文書で表現し、他者に伝達する力を育成するとともに
[DP3-2]、自己を管理し倫理観をもってチームワークで協働する力を養成し、情報及び情報
関連分野の知識と技能を活用しながら、物事をかたちにする力を育成します [DP3-3]

共通教育科目

教養コア系列

英語系列

一般教養系列
（人文教養）
（社会教養）
（自然教養）
（学際的教養）

専門基礎系列

専門科目科目

学科共通科目
（数学基礎科目）
（情報学基礎科目）
（データサイエンス基礎科目）
（計算機科学科目）

コース専門科目
（システム情報学科目）
（知能情報学科目）
（空間情報学科目）
（人間情報学科目）

その他科目

卒業論文

［１］専門的な学修に必要となる基礎学力、特に高校程度の数学、情報及び英語の基礎学力を有し、科学的な思考・判断・表現に応用できる人

［２］情報科学、データ科学及びその関連技術に興味を持ち、これらを学ぶことに強い意欲がある人

［３］自ら学びを深めようとする姿勢と行動力を備え、情報関連分野の技術者として、地域社会・国際社会に貢献する意欲を強く有している人

［４］コミュニケーション能力を有し、多様な人々と互いに協力して、文系・理系の枠を超えた新しい価値の創造に取り組める人

DP CP 課程表

AP

養成する人材像及び３つのポリシーの各項目との関連図

情報系人材としての基礎的な知識を背景に、情報処理の専
門家としての知識と応用力を身に付け、社会の多様な課題を
修得した専門知識と技能を応用して解決できる[DP2-4]

3年次後期には、各コースにおいて修得した理論の実装や実課題への適用を中心とする実
験科目を配置し、社会の多様化する課題に対して、修得した専門知識と技能を応用し、解
決に導く力を育成します[DP2-4]

自
律
・
協
働
す
る
力
と
物
事
を

か
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ち
に
す
る
力

専
門
的
な
知
識
・
技
能
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多様な学生を受け入れるため、一般選抜において、情報学部独自の試験科目構成（※）
選抜区分によってコース選択の制約はない

養成する人材

情報システムコース

大学入試

学科共通科目

データサイエンス

数学基礎

情報学基礎

計算機科学

学部１年

学部３年

学部４年

コース選択
（2年次後期）

学部２年

パターン① 共通テスト：６教科８科目（地歴・公民から２、理科から１）、個別試験：「数学（Ⅰ、A、Ⅱ、B、C）」及び「英語」
パターン② 共通テスト：６教科８科目（地歴・公民から１、理科から２（基礎除く））、個別試験：「数学（Ⅰ、A、Ⅱ、B、C、Ⅲ）」

共通教育科目

教養コア、英語、一般教養（山口大学共通の教養科目）

多様な学生を受け入れるため、一般選抜において、情報学部独自の試験科目構成（※）
選抜区分によってコース選択の制約はない

情報システムコース 人工知能コース ジオ・インテリジェンス
コース

人間情報学コース

システム情報学 空間情報学 人間情報学

専門基礎（数学）

・情報技術者としての基盤となる知識と技能を育成

・様々な学問分野に関する幅広い教養を身に付け、他国や異分野の人間と交流するための基礎的な素養を育成

（目安定員：各コース30名）

数Ⅲ未履修者
補講サポート

知能情報学

コース専門科目

卒業論文

・広く４分野の授業科目を学修させることで、幅広い複合的な知識を育成
・コース毎に、各コースが対応する分野の専門家となるために必要な科目を必修科目として指定する

ことで、それぞれのコースが目指す専門人材としての深い知識・技能を育成

データサイエンティスト,
AIエンジニア

情報専門技術者としての知識と技能、学際的な素養と人間中心の視点を備え、新たな社会課題を発見し、先進的な
情報処理技術と複眼的視野で課題解決や価値創造に挑戦する強い意欲と思考力を有する先端IT人材

地理空間情報エンジニア,
リモートセンシングエンジニア,
データサイエンティスト

情報システムアーキテクト,
情報セキュリティスペシャリスト

ユーザインタフェース/ユーザエ
クスペリエンスデザイナー,
xR（ｸﾛｽﾘｱﾘﾃｨ）エンジニア

情報学部のカリキュラムとコース 【資料２】
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履修モデル 情報システムコース（126単位）
1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期 3年次前期 3年次後期

4年次前
期

4年次後
期

英語Iaまたは英語IIa 英語Ibまたは英語IIb

英語会話Iaまたは英語会話IIa 英語会話Ibまたは英語会話IIb

基礎セミナー

データ科学と社会I 知的財産入門 環境と人間

データ科学と社会II キャリア教育

哲学 山口と世界

歴史学 知の広場

社会学

経済と法1 経済と法2

運動健康科学 経済と法3

自然科学1 人間の発達と育成1

自然科学2 人間の発達と育成2

文化の継承と創造1 社会と医療

文化の継承と創造2

食と生命

数学I 数学II

◎応用線形代数Ⅰ ◎確率論基礎 ◎応用微分方程式 ◎情報数学Ⅱ

◎情報数学Ⅰ

◎情報技術概論 ◎情報デザイン入門 ◎情報学概論I ◎情報倫理

◎情報学概論II
データサイエンス基礎 ◎データサイエンス技術 ◎データサイエンス技術演習 ◎データサイエンス実践

◎プログラミング基礎 ◎プログラミングI ◎アルゴリズムとデータ構造 ◎プログラミングIII ○数値計算

◎プログラミングII ◎情報理論 ○情報通信システム

○デジタル回路 ◎オペレーティングシステムⅠ

○電気電子回路

◎電子計算機Ⅰ

◎電子計算機Ⅱ ◎オペレーティングシステムⅡ ◎情報ネットワークⅠ ◎Web開発技術

◎データベース ◎情報ネットワークⅡ ◎システム開発Ⅱ

◎システム開発Ⅰ ◎情報システム実験

◎情報セキュリティ

○ソフトコンピューティング ○データ解析

○人工知能 ○画像処理

○地理空間情報インテリジェンス概論 ○リモートセンシング概論

○地理情報システム(GIS)概論

○マルチメディア基礎

○感覚知覚情報学 ○ヒューマンコンピュータインタラクション ○社会調査法

○音響情報学

◎: 必修科目
○: 選択必修科目

◎卒業論文

コ
ー
ス
専
門
科
目

システム情報学

知能情報学

空間情報学

人間情報学

その他

科目区分

共
通
教
育
科
目

34単位
（必修34）

専
門
科
目

学
科
共
通
科
目

数学基礎

情報学基礎

計算機科学

卒業研究 6単位
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履修モデル 人工知能コース（126単位）
1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期 3年次前期 3年次後期

4年次前
期

4年次後
期

英語Iaまたは英語IIa 英語Ibまたは英語IIb

英語会話Iaまたは英語会話IIa 英語会話Ibまたは英語会話IIb

基礎セミナー

データ科学と社会I 知的財産入門 環境と人間

データ科学と社会II キャリア教育

哲学 山口と世界

歴史学 知の広場

社会学

経済と法1 経済と法2

運動健康科学 経済と法3

自然科学1 人間の発達と育成1

自然科学2 人間の発達と育成2

文化の継承と創造1 社会と医療

文化の継承と創造2

食と生命

数学I 数学II

◎応用線形代数Ⅰ ◎確率論基礎 ◎応用微分方程式 ◎情報数学Ⅱ

◎情報数学Ⅰ

◎情報技術概論 ◎情報デザイン入門 ◎情報学概論I ◎情報倫理

◎情報学概論II
データサイエンス基礎 ◎データサイエンス技術 ◎データサイエンス技術演習 ◎データサイエンス実践

◎プログラミング基礎 ◎プログラミングⅠ ◎アルゴリズムとデータ構造 〇プログラミングⅢ

◎プログラミングⅡ ◎情報理論

デジタル回路 ◎オペレーティングシステムⅠ

電気電子回路

◎電子計算機Ⅰ

〇電子計算機Ⅱ 〇オペレーティングシステムⅡ ◎情報ネットワークⅠ

〇データベース ◎情報ネットワークⅡ

〇システム開発I

◎情報セキュリティ

◎応用線形代数Ⅱ ○ベイズ統計学 ◎ソフトコンピューティング 〇データ解析

◎人工知能 ◎画像処理 ○最適化技法

◎人工知能実験

◎地理空間情報インテリジェンス概論 〇リモートセンシング概論

〇GNSS（衛星測位システム）概論 〇地理情報システム（GIS）概論

○マルチメディア基礎 マルチメディア応用

〇ヒューマンコンピュータインタラクション◎社会調査法

〇音響情報学

◎: 必修科目
○: 選択必修科目

コ
ー
ス
専
門
科
目

システム情報学

知能情報学

空間情報学

人間情報学

その他

科目区分

卒業研究 6単位 ◎卒業論文

34単位
（必修34）

共
通
教
育
科
目

専
門
科
目

学
科
共
通
科
目

数学基礎

情報学基礎

計算機科学
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履修モデル ジオ・インテリジェンスコース（126単位）
1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期 3年次前期 3年次後期

4年次前
期

4年次後
期

英語Iaまたは英語IIa 英語Ibまたは英語IIb

英語会話Iaまたは英語会話IIa 英語会話Ibまたは英語会話IIb

基礎セミナー

データ科学と社会I 知的財産入門 環境と人間

データ科学と社会II キャリア教育

哲学 山口と世界

歴史学 知の広場

社会学

経済と法1 経済と法2

運動健康科学 経済と法3

自然科学1 人間の発達と育成1

自然科学2 人間の発達と育成2

文化の継承と創造1 社会と医療

文化の継承と創造2

食と生命

数学I 数学II

◎応用線形代数Ⅰ ◎確率論基礎 ◎応用微分方程式 ◎情報数学Ⅱ

◎情報数学Ⅰ

◎情報技術概論 ◎情報デザイン入門 ◎情報学概論I ◎情報倫理

◎情報学概論II
データサイエンス基礎 ◎データサイエンス技術 ◎データサイエンス技術演習 ◎データサイエンス実践

◎プログラミング基礎 ◎プログラミングI ◎アルゴリズムとデータ構造 ○プログラミングIII ○数値計算

◎プログラミングII ○情報理論

◎オペレーティングシステムⅠ

◎電子計算機Ⅰ

○電子計算機Ⅱ ○オペレーティングシステムⅡ ○情報ネットワークⅠ ◎Web開発技術

◎データベース ○情報ネットワークⅡ ○システム開発Ⅱ

◎システム開発Ⅰ

○情報セキュリティ

○ベイズ統計学 ○ソフトコンピューティング ○データ解析

◎人工知能 ◎画像処理 ○最適化技法

◎地理空間情報インテリジェンス概論 ◎リモートセンシング概論 ◎マイクロ波リモートセンシング(SAR)概論 ○宇宙工学概論

○GNSS（衛星測位システム）概論及び演習 ◎地理情報システム(GIS)概論 ◎ジオ・インテリジェンス実験

○マルチメディア基礎

○ヒューマンコンピュータインタラクション ○社会調査法

◎: 必修科目
○: 選択必修科目

コ
ー
ス
専
門
科
目

システム情報学

知能情報学

空間情報学

人間情報学

その他

◎卒業論文

34単位
（必修34）

共
通
教
育
科
目

専
門
科
目

科目区分

学
科
共
通
科
目

数学基礎

情報学基礎

計算機科学

卒業研究 6単位
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履修モデル 人間情報学コース（126単位）
1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期 3年次前期 3年次後期

4年次前
期

4年次後
期

英語Iaまたは英語IIa 英語Ibまたは英語IIb

英語会話Iaまたは英語会話IIa 英語会話Ibまたは英語会話IIb

基礎セミナー

データ科学と社会I 知的財産入門 環境と人間

データ科学と社会II キャリア教育

哲学 山口と世界

歴史学 知の広場

社会学

経済と法1 経済と法2

運動健康科学 経済と法3

自然科学1 人間の発達と育成1

自然科学2 人間の発達と育成2

文化の継承と創造1 社会と医療

文化の継承と創造2

食と生命

数学I 数学II

◎応用線形代数Ⅰ ◎確率論基礎 ◎応用微分方程式 ◎情報数学Ⅱ

◎情報数学Ⅰ

◎情報技術概論 ◎情報デザイン入門 ◎情報学概論I ◎情報倫理

◎情報学概論II
データサイエンス基礎 ◎データサイエンス技術 ◎データサイエンス技術演習 ◎データサイエンス実践

◎プログラミング基礎 ◎プログラミングI ◎アルゴリズムとデータ構造

◎プログラミングII

◎オペレーティングシステムⅠ

◎電子計算機Ⅰ

◎情報ネットワークⅠ ◎Web開発技術

○データベース ○システム開発Ⅱ

○システム開発Ⅰ

○情報セキュリティ

○ベイズ統計学 ○ソフトコンピューティング ○データ解析

○人工知能 ◎画像処理 最適化技法

◎地理空間情報インテリジェンス概論 ○リモートセンシング概論 マイクロ波リモートセンシング(SAR)概論 ○宇宙工学概論

○地理情報システム(GIS)概論

◎デザインのための認知科学 ◎マルチメディア基礎 ◎マルチメディア応用 ○感性計測

○感覚知覚情報学 ◎ヒューマンコンピュータインタラクション ◎社会調査法

◎ユーザエクスペリエンス概論 ○音響情報学

◎人間情報学実験

◎: 必修科目
○: 選択必修科目

コ
ー
ス
専
門
科
目

システム情報学

知能情報学

空間情報学

人間情報学

その他

◎卒業論文

34単位
（必修34）

共
通
教
育
科
目

専
門
科
目

科目区分

学
科
共
通
科
目

数学基礎

情報学基礎

計算機科学

卒業研究 6単位
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【資料３－４】



履修モデル（編入学生） 情報システムコース（126単位）
1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期 3年次前期 3年次後期

4年次前
期

4年次後
期

英語Iaまたは英語IIa 英語Ibまたは英語IIb
英語会話Iaまたは英語会話IIa 英語会話Ibまたは英語会話IIb
基礎セミナー
データ科学と社会I 知的財産入門 環境と人間
データ科学と社会II キャリア教育
哲学 山口と世界
歴史学 知の広場
社会学
経済と法1 経済と法2
運動健康科学 経済と法3
自然科学1 人間の発達と育成1
自然科学2 人間の発達と育成2
文化の継承と創造1 社会と医療
文化の継承と創造2
食と生命
数学I 数学II
◎応用線形代数Ⅰ ◎確率論基礎 ◎応用微分方程式 ◎情報数学Ⅱ

◎情報数学Ⅰ
◎情報技術概論 ◎情報学概論I ◎情報デザイン入門

◎情報学概論II ◎情報倫理
◎データサイエンス技術
◎データサイエンス技術演習 ◎データサイエンス実践

◎アルゴリズムとデータ構造 ◎プログラミングIII ◎プログラミング基礎
◎プログラミングII ◎情報理論 ◎プログラミングI
○数値計算 ◎オペレーティングシステムⅠ ○情報通信システム
○デジタル回路
○電気電子回路
◎電子計算機Ⅰ
◎電子計算機Ⅱ ◎オペレーティングシステムⅡ ◎情報セキュリティ ◎Web開発技術
◎情報ネットワークⅠ ◎データベース ◎システム開発Ⅰ ◎システム開発Ⅱ
◎情報ネットワークⅡ ◎情報システム実験

○応用線形代数Ⅱ ○ソフトコンピューティング ○人工知能
○画像処理 〇データ解析

○地理空間情報インテリジェンス概論 ○リモートセンシング概論
○地理情報システム(GIS)概論

○マルチメディア基礎
○ヒューマンコンピュータインタラクション

○感覚知覚情報学

テクニカルコミュニケーションⅠ(BCG-1)

◎: 必修科目
○: 選択必修科目

専
門
科
目

◎卒業論文

コ
ー
ス
専
門
科
目

システム情報学

知能情報学

空間情報学

人間情報学

その他

学
科
共
通
科
目

数学基礎

情報学基礎

計算機科学

卒業研究 6単位

データサイエンス基礎

科目区分

共
通
教
育
科
目

34単位
（必修34）

編入学時に認定
(共通教育 34単位)
(専門 40単位)
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履修モデル（編入学生） 人工知能コース（126単位）
1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期 3年次前期 3年次後期

4年次前
期

4年次後
期

英語Iaまたは英語IIa 英語Ibまたは英語IIb
英語会話Iaまたは英語会話IIa 英語会話Ibまたは英語会話IIb
基礎セミナー
データ科学と社会I 知的財産入門 環境と人間
データ科学と社会II キャリア教育
哲学 山口と世界
歴史学 知の広場
社会学
経済と法1 経済と法2
運動健康科学 経済と法3
自然科学1 人間の発達と育成1
自然科学2 人間の発達と育成2
文化の継承と創造1 社会と医療
文化の継承と創造2
食と生命
数学I 数学II
◎応用線形代数Ⅰ ◎確率論基礎 ◎応用微分方程式 ◎情報数学Ⅱ

◎情報数学Ⅰ
◎情報技術概論 ◎情報学概論I ◎情報デザイン入門

◎情報学概論II ◎情報倫理
◎データサイエンス技術 ◎データサイエンス実践
◎データサイエンス技術演習

◎アルゴリズムとデータ構造 〇プログラミングⅢ ◎プログラミング基礎
◎プログラミングⅡ ◎情報理論 ◎プログラミングⅠ
○数値計算 ◎オペレーティングシステムⅠ
デジタル回路
電気電子回路
◎電子計算機Ⅰ
〇電子計算機Ⅱ 〇オペレーティングシステムⅡ
◎情報ネットワークⅠ 〇データベース
◎情報ネットワークⅡ 〇システム開発I

◎情報セキュリティ
◎応用線形代数Ⅱ ◎ソフトコンピューティング ○ベイズ統計学

◎画像処理 ◎人工知能
〇データ解析

◎人工知能実験
◎地理空間情報インテリジェンス概論 〇リモートセンシング概論
〇マイクロ波リモートセンシング(SAR)概論 〇地理情報システム（GIS）概論

○マルチメディア基礎 〇ヒューマンコンピュータインタラクション ◎社会調査法
〇音響情報学

テクニカルコミュニケーションⅠ(BCG-1)

◎: 必修科目
○: 選択必修科目

コ
ー
ス
専
門
科
目

システム情報学

知能情報学

空間情報学

人間情報学

その他

科目区分

卒業研究 6単位 ◎卒業論文

34単位
（必修34）

共
通
教
育
科
目

専
門
科
目

学
科
共
通
科
目

数学基礎

情報学基礎

計算機科学

データサイエンス基礎
編入学時に認定
(共通教育 34単位)
(専門 40単位)
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【資料４－２】



履修モデル（編入学生） ジオ・インテリジェンスコース（126単位）
1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期 3年次前期 3年次後期

4年次前
期

4年次後
期

英語Iaまたは英語IIa 英語Ibまたは英語IIb
英語会話Iaまたは英語会話IIa 英語会話Ibまたは英語会話IIb
基礎セミナー
データ科学と社会I 知的財産入門 環境と人間
データ科学と社会II キャリア教育
哲学 山口と世界
歴史学 知の広場
社会学
経済と法1 経済と法2
運動健康科学 経済と法3
自然科学1 人間の発達と育成1
自然科学2 人間の発達と育成2
文化の継承と創造1 社会と医療
文化の継承と創造2
食と生命
数学I 数学II
◎応用線形代数Ⅰ ◎確率論基礎 ◎応用微分方程式 ◎情報数学Ⅱ

◎情報数学Ⅰ
◎情報技術概論 ◎情報学概論I ◎情報デザイン入門

◎情報学概論II ◎情報倫理
◎データサイエンス技術 ◎データサイエンス実践
◎データサイエンス技術演習

◎アルゴリズムとデータ構造 ○プログラミングIII ◎プログラミング基礎
◎プログラミングII ○情報理論 ◎プログラミングI
○数値計算 ◎オペレーティングシステムⅠ
デジタル回路
電気電子回路
◎電子計算機Ⅰ
○電子計算機Ⅱ ○オペレーティングシステムⅡ ◎システム開発Ⅰ ◎Web開発技術
○情報ネットワークⅠ ◎データベース ○情報セキュリティ
○情報ネットワークⅡ

応用線形代数Ⅱ ○ソフトコンピューティング ○ベイズ統計学
◎画像処理 ◎人工知能

○データ解析

◎地理空間情報インテリジェンス概論 ◎リモートセンシング概論
◎マイクロ波リモートセンシング(SAR)概論 ◎地理情報システム(GIS)概論
○GNSS（衛星測位システム）概論及び演習 ◎ジオ・インテリジェンス実験

○マルチメディア基礎
○ヒューマンコンピュータインタラクション ○社会調査法

テクニカルコミュニケーションⅠ(BCG-1)

◎: 必修科目
○: 選択必修科目

知能情報学

空間情報学

人間情報学

その他

科目区分

学
科
共
通
科
目

数学基礎

情報学基礎

計算機科学

34単位
（必修34）

共
通
教
育
科
目

専
門
科
目

卒業研究 6単位 ◎卒業論文

データサイエンス基礎

コ
ー
ス
専
門
科
目

システム情報学

編入学時に認定
(共通教育 34単位)
(専門 40単位)
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【資料４－３】



履修モデル（編入学生） 人間情報学コース（126単位）
1年次前期 1年次後期 2年次前期 2年次後期 3年次前期 3年次後期

4年次前
期

4年次後
期

英語Iaまたは英語IIa 英語Ibまたは英語IIb
英語会話Iaまたは英語会話IIa 英語会話Ibまたは英語会話IIb
基礎セミナー
データ科学と社会I 知的財産入門 環境と人間
データ科学と社会II キャリア教育
哲学 山口と世界
歴史学 知の広場
社会学
経済と法1 経済と法2
運動健康科学 経済と法3
自然科学1 人間の発達と育成1
自然科学2 人間の発達と育成2
文化の継承と創造1 社会と医療
文化の継承と創造2
食と生命
数学I 数学II
◎応用線形代数Ⅰ ◎確率論基礎 ◎応用微分方程式 ◎情報数学Ⅱ

◎情報数学Ⅰ
◎情報技術概論 ◎情報学概論I ◎情報デザイン入門

◎情報学概論II ◎情報倫理
◎データサイエンス技術 ◎データサイエンス実践
◎データサイエンス技術演習

◎アルゴリズムとデータ構造 ○プログラミングIII ◎プログラミング基礎
◎プログラミングII ○情報理論 ◎プログラミングI
数値計算 ◎オペレーティングシステムⅠ
デジタル回路
電気電子回路
◎電子計算機Ⅰ
○電子計算機Ⅱ ○データベース ○情報セキュリティ ◎Web開発技術
◎情報ネットワークⅠ
○情報ネットワークⅡ

〇応用線形代数Ⅱ ○ソフトコンピューティング ○ベイズ統計学
◎画像処理 ○人工知能

◎地理空間情報インテリジェンス概論 ○リモートセンシング概論
○地理情報システム(GIS)概論
〇宇宙工学概論

◎マルチメディア基礎 ◎デザインのための認知科学 ○感覚知覚情報学
◎マルチメディア応用 ◎社会調査法
◎ヒューマンコンピュータインタラクション ◎ユーザエクスペリエンス概論

◎人間情報学実験

◎: 必修科目
○: 選択必修科目

コ
ー
ス
専
門
科
目

システム情報学

知能情報学

空間情報学

人間情報学

その他

34単位
（必修34）

共
通
教
育
科
目

専
門
科
目

科目区分

学
科
共
通
科
目

数学基礎

情報学基礎

計算機科学

卒業研究 6単位 ◎卒業論文

データサイエンス基礎
編入学時に認定
(共通教育 34単位)
(専門 37単位)
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【資料４－４】



 

教育実習受入承諾書 

（添付省略） 

 

 

【資料５】
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（参考資料）

令和６年度募集 教育実習指定校制度 指定校一覧

高等学校名

山口県立周防大島高等学校

山口県立岩国総合高等学校

山口県立岩国工業高等学校                     

山口県立柳井商工高等学校

山口県立田布施農工高等学校

山口県立光高等学校

山口県立下松工業高等学校

山口県立徳山商工高等学校

山口県立南陽工業高等学校

山口県立防府西高等学校

山口県立防府商工高等学校

山口県立山口農業高等学校

山口県立宇部商業高等学校

山口県立宇部工業高等学校

山口県立小野田工業高等学校

山口県立長府高等学校

山口県立下関工科高等学校

山口県立大津緑洋高等学校

山口県立萩商工高等学校

山口県立下関中等教育学校
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